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(57)【要約】
【課題】ダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルにお
いて物理ダウンリンク制御チャネルを適切に受信するユ
ーザ装置を提供することである。
【解決手段】本発明の一態様は、時分割複信（ＴＤＤ）
方式により基地局と通信するユーザ装置であって、前記
基地局により設定されたプライマリセルとセカンダリセ
ルとを管理するセル管理部と、前記基地局によってダウ
ンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルが設定されると、
前記ダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルの全ての
サブフレームで物理ダウンリンク制御チャネルをモニタ
リングする通信制御部とを有するユーザ装置に関する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時分割複信（ＴＤＤ）方式により基地局と通信するユーザ装置であって、
　前記基地局により設定されたプライマリセルとセカンダリセルとを管理するセル管理部
と、
　前記基地局によってダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルが設定されると、前記ダ
ウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルの全てのサブフレームで物理ダウンリンク制御チ
ャネルをモニタリングする通信制御部と、
を有するユーザ装置。
【請求項２】
　前記セル管理部は、前記基地局により通知されたセカンダリセル設定情報において前記
ダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルを設定することが示されているか判断すること
によって、前記基地局により設定されたセカンダリセルが前記ダウンリンク専用のＴＤＤ
セカンダリセルであるか判断する、請求項１記載のユーザ装置。
【請求項３】
　時分割複信（ＴＤＤ）方式によりユーザ装置と通信する基地局であって、
　前記ユーザ装置がダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルをサポートしているか判断
するユーザ装置能力情報管理部と、
　前記ユーザ装置が前記ダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルをサポートしていると
判断された場合、前記ユーザ装置に前記ダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルを設定
する通信制御部と、
を有し、
　前記通信制御部は、前記設定されたダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルの任意の
サブフレームで物理ダウンリンク制御チャネルを送信可能である基地局。
【請求項４】
　前記通信制御部は、前記ユーザ装置に送信するセカンダリセル設定情報において前記ユ
ーザ装置に前記ダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルを設定することを通知する、請
求項３記載の基地局。
【請求項５】
　時分割複信（ＴＤＤ）方式による通信方法であって、
　ダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルが設定されたことを検出するステップと、
　前記設定されたダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルの全てのサブフレームにおい
て物理ダウンリンク制御チャネルをモニタリングするステップと、
を有する通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、キャリアアグリゲーションを利用した無線通信システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊ
ｅｃｔ）は、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）の次世代の通信規格と
して、ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄの高機能化を図る仕様策定を進めている。ＬＴＥ－Ａｄ
ｖａｎｃｅｄシステムでは、ＬＴＥシステムとのバックワードコンパチビリティを確保し
つつ、ＬＴＥシステムを上回るスループットを実現するため、キャリアアグリゲーション
（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ：ＣＡ）技術が導入される。キャリアアグリ
ゲーションでは、ＬＴＥシステムによりサポートされている２０ＭＨｚの最大帯域幅を有
するコンポーネントキャリア（Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ：ＣＣ）が基本コン
ポーネントとして利用され、これら複数のコンポーネントキャリアを同時に用いることに
よって、より広帯域な通信を実現することが図られている。
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【０００３】
　キャリアアグリゲーションでは、ユーザ装置（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：ＵＥ）
は、複数のコンポーネントキャリアを同時に用いて基地局（ｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ
：ｅＮＢ）と通信することが可能である。キャリアアグリゲーションでは、ユーザ装置と
の接続性を担保する信頼性の高いプライマリセル（Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｃｅｌｌ：ＰＣｅｌ
ｌ）と、プライマリセルに接続中のユーザ装置に追加的に設定されるセカンダリセル（Ｓ
ｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｅｌｌ：ＳＣｅｌｌ）とが設定される。
【０００４】
　プライマリセルは、ＬＴＥシステムのサービングセルと同様のセルであり、ユーザ装置
とネットワークとの間の接続性を担保するためのセルである。他方、セカンダリセルは、
プライマリセルに追加されてユーザ装置に設定されるセルである。セカンダリセルの追加
及び削除は、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）のコンフィギュ
レーション（Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）により実行される。
【０００５】
　また、ＬＴＥでは、周波数分割複信（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐ
ｌｅｘ：ＦＤＤ）方式と時分割複信（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ：ＴＤ
Ｄ）方式との２つの複信方式（Ｄｕｐｌｅｘモード）が規定されている。ＦＤＤ方式では
、アップリンク通信とダウンリンク通信とが互いに異なる周波数帯で実行され、ＴＤＤ方
式では、アップリンク通信とダウンリンク通信とが同一の周波数帯を利用し、アップリン
ク通信とダウンリンク通信とが時間で分離される。
【０００６】
　ＴＤＤ方式では、アップリンク／ダウンリンクに割り当てられる時間比率は１：１に限
定されず、異なる比率が利用可能である。現在の標準仕様では、異なるＵＬ／ＤＬ比の７
つのコンフィギュレーション０～６が、図１に示されるように規定されている。一方、Ｔ
ＴＤ用の周波数帯をダウンリンク専用に利用するというニーズがあり、ダウンリンク専用
のＴＤＤセカンダリセルが提案されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】3GPP TSG-RAN #62 RP-131781
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従来のＴＤＤ方式のＬＴＥによると、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ）レイヤの仕様において、ＵＥがＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ
　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）の受信を試みるサブフレームが、ダウンリンクサブ
フレームとサービングセルのＤｗＰＴＳ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｐｉｌｏｔ　Ｔｉｍｅ　Ｓ
ｌｏｔ）を含むサブフレームとに限定されている。
【０００９】
　上述したダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセル（Ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｌ　Ｄｏ
ｗｎｌｉｎｋ　ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌ）について、ユーザ装置が何れのサブフレームでＰＤ
ＣＣＨを受信するかは現状規定されていない。このため、ユーザ装置は、現在規定されて
いるコンフィギュレーション０～６に従って動作することになる。この場合、例えば、ユ
ーザ装置が間欠受信（ＤＲＸ）状態にあるとき、基地局がダウンリンク専用のＴＤＤセカ
ンダリセルにおいてＰＤＣＣＨをユーザ装置に送信したにもかかわらず、図２に示される
ように、ユーザ装置は、アップリンクサブフレームであると想定し、基地局からＰＤＣＣ
Ｈを受信できない可能性がある。このようにＤＲＸ状態中にＰＤＣＣＨを適切に受信でき
なると、ユーザ装置は、適切なＤＲＸ動作を実行できなくなるおそれがある。
【００１０】
　上述した問題点に鑑み、本発明の１つの課題は、ダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリ
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セルにおいて物理ダウンリンク制御チャネルを適切に受信するユーザ装置を提供すること
である。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するため、本発明の一態様は、時分割複信（ＴＤＤ）方式により基地局
と通信するユーザ装置であって、前記基地局により設定されたプライマリセルとセカンダ
リセルとを管理するセル管理部と、前記基地局によってダウンリンク専用のＴＤＤセカン
ダリセルが設定されると、前記ダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルの全てのサブフ
レームで物理ダウンリンク制御チャネルをモニタリングする通信制御部とを有するユーザ
装置に関する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によると、ダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルにおいて物理ダウンリンク
制御チャネルを適切に受信するユーザ装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、時分割複信方式の各種ＵＬ／ＤＬコンフィギュレーションを示す図であ
る。
【図２】図２は、ユーザ装置がＰＤＣＣＨを見逃すケースの概略図である。
【図３】図３は、本発明の一実施例による無線通信システムの概略図である。
【図４】図４は、本発明の一実施例によるユーザ装置の構成を示すブロック図である。
【図５】図５は、本発明の一実施例によるユーザ装置におけるＰＤＣＣＨモニタリング方
法を示すフロー図である。
【図６】図６は、本発明の一実施例による基地局の構成を示すブロック図である。
【図７】図７は、本発明の一実施例によるＴＤＤ方式による通信方法を示すフロー図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面に基づいて本発明の実施の形態を説明する。
【００１５】
　以下において、キャリアアグリゲーションを利用して時分割複信（ＴＤＤ）方式により
基地局と通信するユーザ装置が開示される。後述される実施例では、ユーザ装置は、基地
局によりダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルが設定されたことを検出すると、設定
されたダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルの全てのサブフレームにおいて物理ダウ
ンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）をモニタリングし、当該ダウンリンク専用のＴＤＤ
セカンダリセルにより基地局から送信される全てのサブフレームにおいてＰＤＣＣＨを受
信することを試みる。これにより、ユーザ装置は、ダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリ
セルにおいて基地局から任意のサブフレームで送信されるＰＤＣＣＨを確実に受信するこ
とが可能になる。
【００１６】
　まず、図３を参照して、本発明の一実施例による無線通信システムを説明する。図３は
、本発明の一実施例による無線通信システムを概略的に示す図である。
【００１７】
　図３に示されるように、無線通信システム１０は、１以上のユーザ装置（ＵＥ）１００
と、１以上の基地局（ｅＮＢ）２００とを有する。本実施例では、無線通信システム１０
は、ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄシステムであるが、これに限定されることなく、キャリア
アグリゲーションをサポートする何れか適切なＴＤＤ方式の無線通信システムであっても
よい。
【００１８】
　本実施例による無線通信システム１０では、単一の基地局２００がユーザ装置１００と
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通信するための複数のセルを提供し、これらのセルからプライマリセルとセカンダリセル
とをユーザ装置１００に割当て、これらのセルを介しユーザ装置１００と通信する（基地
局内キャリアアグリゲーション（Ｉｎｔｒａ－ｅＮＢ　ＣＡ））。
【００１９】
　また、複数の基地局２００がユーザ装置１００と通信するための複数のセルを提供し、
異なる基地局２００によりプライマリセルとセカンダリセルとがユーザ装置１００に割り
当てられ、これらのセルを介しユーザ装置１００と通信する（基地局間キャリアアグリゲ
ーション（Ｉｎｔｅｒ－ｅＮＢ　ＣＡ））。
【００２０】
　また、無線通信システム１０では、複信方式としてＴＤＤ方式が利用され、１以上の基
地局２００により提供される各セルは、ＴＤＤ方式を用いてユーザ装置１００と通信する
。しかしながら、本発明による無線通信システム１０は、これに限定されるものでなく、
ＦＤＤ方式とＴＤＤ方式との２つの複信方式を併用するようにしてもよい。
【００２１】
　ユーザ装置１００は、キャリアアグリゲーション機能を備えると共に、複信方式として
少なくともＴＤＤ方式をサポートする。また、本実施例では、ユーザ装置１００は、現状
規定されているＴＤＤ方式の異なるＵＬ／ＤＬ比のコンフィギュレーション０～６と共に
、ダウンリンク専用のコンフィギュレーション（Ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｌ　Ｄｏｗｎｌ
ｉｎｋ）をサポートしている。
【００２２】
　典型的には、ユーザ装置１００は、携帯電話、スマートフォン、タブレット、モバイル
ルータなどであるが、これに限定されることなく、無線通信機能を備えた何れか適切なユ
ーザ装置であってもよい。典型的なハードウェア構成では、ユーザ装置１００は、プロセ
ッサなどのＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、ＲＡＭ（Ｒａ
ｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）などのメモリ装置、ハードディスク装置などの
補助記憶装置、無線信号を通信するための通信装置、ユーザとやりとりするためのインタ
フェース装置などから構成される。後述されるユーザ装置１００の各機能は、通信装置及
び／又はインタフェース装置を介し補助記憶装置に格納されているデータやプログラムを
メモリ装置にロードし、ロードされたプログラムに従ってＣＰＵがデータを処理すること
によって実現される。
【００２３】
　基地局２００は、ユーザ装置１００と無線接続することによって、通信接続された上位
局やサーバ（図示せず）から受信したダウンリンクデータをユーザ装置１００に送信する
と共に、ユーザ装置１００から受信したアップリンクデータを上位局（図示せず）に送信
する。本実施例では、基地局２００は、ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄに準拠したｅＮＢであ
るが、これに限定されることなく、キャリアアグリゲーションをサポートする何れか適切
な基地局であってもよい。
【００２４】
　また、基地局２００は、複信方式としてＴＤＤ方式をサポートし、現在の標準仕様で規
定されているＴＤＤ方式の異なるＵＬ／ＤＬ比のコンフィギュレーション０～６と共に、
ダウンリンク専用のコンフィギュレーションもまたサポートしている。ダウンリンク専用
のコンフィギュレーションでは、図１に示されるように、周波数帯が一定時間全てダウン
リンク通信に利用される。このようなダウンリンク専用のコンフィギュレーションは、セ
カンダリセルに設定される。
【００２５】
　次に、図４を参照して、本発明の一実施例によるユーザ装置の構成を説明する。ユーザ
装置１００は、キャリアアグリゲーションを利用してＴＤＤ方式により基地局２００と通
信する。図４は、本発明の一実施例によるユーザ装置の構成を示すブロック図である。
【００２６】
　図４に示されるように、ユーザ装置１００は、セル管理部１１０及び通信制御部１２０
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を有する。
【００２７】
　セル管理部１１０は、基地局２００により設定されたプライマリセルとセカンダリセル
とを管理する。すなわち、セル管理部１１０は、ＴＤＤ方式に従うキャリアアグリゲーシ
ョン（ＴＤＤ　ＣＡ）により設定されたＴＤＤプライマリセル（ＴＤＤ　ＰＣｅｌｌ）と
、１以上のＴＤＤセカンダリセル（ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌ）とを管理する。ＴＤＤ方式では
、アップリンク通信とダウンリンク通信とが同一の周波数帯を利用し、アップリンク通信
とダウンリンク通信とが時間で分離される。このため、基地局２００は、各セルについて
ＵＬ／ＤＬ時間比率の異なるコンフィグレーションを選択し、当該コンフィギュレーショ
ンをユーザ装置１００に通知する。本実施例では、基地局２００は、標準仕様に規定され
るＵＬ／ＤＬ比の７つのコンフィギュレーション０～６を指定することが可能であると共
に、何れかの方法によりセカンダリセルに対してはダウンリンク専用のコンフィギュレー
ションを指定することが可能である。
【００２８】
　一実施例では、セル管理部１１０は、基地局２００により通知されたセカンダリセル設
定情報においてダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルを設定することが示されている
か判断することによって、基地局２００により設定されたセカンダリセルがダウンリンク
専用のＴＤＤセカンダリセルであるか判断する。一例として、基地局２００は、セカンダ
リセルを設定するためのセカンダリセル設定情報として標準仕様に規定されるｒａｄｉｏ
ＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎＳｃｅｌｌを利用し、ｒａｄｉｏＲｅｓｏｕ
ｒｃｅＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎＳｃｅｌｌにおいて、設定されたセカンダリセルがダウ
ンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルであることを指定してもよい。この場合、セル管理
部１１０は、基地局２００により通知されたセカンダリセル設定情報におけるダウンリン
ク専用のＴＤＤセカンダリセルを設定するための情報要素に基づき、基地局により設定さ
れたセカンダリセルがダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルであるか判断するように
してもよい。例えば、基地局２００が、ダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルを設定
するための情報要素としてｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｌＤＬを使用する場合、セル管理部１
１０は、基地局２００により通知されたｒａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＣｏｍ
ｍｏｎＳｃｅｌｌの情報要素であるｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｌＤＬがＴＲＵＥに設定され
ている場合、基地局２００により設定されたセカンダリセルがダウンリンク専用のＴＤＤ
セカンダリセルであると判断してもよい。
【００２９】
　また、既存のコンフィギュレーション０～６に加えて、ダウンリンク専用のコンフィギ
ュレーションがコンフィギュレーションＸなどとして新たに導入された場合、基地局２０
０は、コンフィギュレーションＸを指定することによって、設定されたセカンダリセルが
ダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルであることを指定してもよい。この場合、セル
管理部１１０は、基地局２００により通知されたセカンダリセル設定情報においてコンフ
ィギュレーションＸが設定されていることを検出すると、基地局により設定されたセカン
ダリセルがダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルであるか判断するようにしてもよい
。
【００３０】
　通信制御部１２０は、基地局２００によってダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセル
が設定されると、当該ダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセル（Ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔ
ａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌ）の全てのサブフレームで物理ダウンリン
ク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）をモニタリングする。例えば、セル管理部１１０が、基地
局２００から送信されたｒａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎＳｃｅｌ
ｌのｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｌＤＬがＴＲＵＥに設定されていることを検出すると、通信
制御部１２０は、当該ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌの全てのサブフレームにおいてＰＤＣＣＨを受
信することを試みる。あるいは、セル管理部１１０が、基地局２００により通知されたセ
カンダリセル設定情報においてコンフィギュレーションＸが設定されていることを検出す
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ると、通信制御部１２０は、当該ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌの全てのサブフレームにおいてＰＤ
ＣＣＨを受信することを試みる。これにより、ユーザ装置１００は、Ｓｕｐｐｌｅｍｅｎ
ｔａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌにおいて基地局２００から任意のサブフ
レームで送信されるＰＤＣＣＨを確実に受信することが可能になる。
【００３１】
　次に、図５を参照して、本発明の一実施例によるユーザ装置におけるダウンリンク専用
のＴＤＤセカンダリセルのＰＤＣＣＨ受信処理を説明する。図５は、本発明の一実施例に
よるユーザ装置におけるＰＤＣＣＨモニタリング方法を示すフロー図である。
【００３２】
　図５に示されるように、ステップＳ１０１において、セル管理部１１０は、基地局２０
０によりダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルが設定されたことを検出する。例えば
、セル管理部１１０は、基地局２００から受信したｒａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆ
ｉｇＣｏｍｍｏｎＳｃｅｌｌのｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｌＤＬがＴＲＵＥに設定されてい
ることを検出することによって、ダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルが設定された
ことを検出することができる。あるいは、セル管理部１１０は、基地局２００により通知
されたセカンダリセル設定情報においてコンフィギュレーションＸが設定されていること
を検出することによって、ダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルが設定されたことを
検出することができる。
【００３３】
　ステップＳ１０２において、通信制御部１２０は、設定されたダウンリンク専用のＴＤ
Ｄセカンダリセルの全てのサブフレームにおいて物理ダウンリンク制御チャネルをモニタ
リングする。例えば、通信制御部１２０は、当該ダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセ
ルにより基地局２００から送信される全てのサブフレームにおいてＰＤＣＣＨを受信する
ことを試みる。
【００３４】
　上述した処理によって、ユーザ装置１００は、ダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセ
ルにおいて基地局２００から任意のサブフレームで送信されるＰＤＣＣＨを確実に受信す
ることが可能になる。
【００３５】
　次に、図６を参照して、本発明の一実施例による基地局の構成を説明する。基地局２０
０は、ＴＤＤ方式よりユーザ装置１００と通信する。図６は、本発明の一実施例による基
地局の構成を示すブロック図である。
【００３６】
　図６に示されるように、基地局２００は、ユーザ装置能力情報管理部２１０及び通信制
御部２２０を有する。
【００３７】
　ユーザ装置能力情報管理部２１０は、ユーザ装置１００の能力情報（Ｃａｐａｂｉｌｉ
ｔｙ）を管理し、当該能力情報に基づきユーザ装置１００がダウンリンク専用のＴＤＤセ
カンダリセルをサポートしているか判断する。例えば、ユーザ装置１００の能力情報にお
いて、ユーザ装置１００がダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルをサポートすること
が示されている場合、ユーザ装置能力情報管理部２１０は、ユーザ装置１００がダウンリ
ンク専用のＴＤＤセカンダリセルをサポートしていると判断してもよい。他方、ユーザ装
置１００の能力情報において、ユーザ装置１００がダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリ
セルをサポートすることが示されていない場合、ユーザ装置能力情報管理部２１０は、ユ
ーザ装置１００がダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルをサポートしていないと判断
してもよい。
【００３８】
　通信制御部２２０は、ユーザ装置１００がダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルを
サポートしていると判断された場合、ユーザ装置１００にダウンリンク専用のＴＤＤセカ
ンダリセルを設定する。このように設定されたダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセル
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では、ユーザ装置１００は、当該ダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルの全てのサブ
フレームにおいて物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）の受信を試みるため、基
地局２００は、当該ダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルの任意のサブフレームでＰ
ＤＣＣＨを送信可能である。
【００３９】
　一実施例では、通信制御部２２０は、ユーザ装置１００に送信するセカンダリセル設定
情報においてユーザ装置１００にダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルを設定するこ
とを通知してもよい。例えば、セカンダリセル設定情報は、標準仕様に規定されるｒａｄ
ｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎＳｃｅｌｌであり、ダウンリンク専用の
ＴＤＤセカンダリセルを設定するための情報要素は、ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｌＤＬであ
ってもよい。ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｌＤＬがＴＲＵＥに設定されている場合、通信制御
部２２０は、当該ダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルの任意のサブフレームでＰＤ
ＣＣＨを送信可能である。
【００４０】
　他の実施例では、既存のコンフィギュレーション０～６に加えて、ダウンリンク専用の
コンフィギュレーションがコンフィギュレーションＸなどとして新たに導入された場合、
通信制御部２２０は、コンフィギュレーションＸを指定することによって、設定されたセ
カンダリセルがダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセルであることを指定してもよい。
コンフィギュレーションＸを指定した場合、通信制御部２２０は、当該ダウンリンク専用
のＴＤＤセカンダリセルの任意のサブフレームでＰＤＣＣＨを送信可能である。
【００４１】
　次に、図７を参照して、本発明の一実施例によるＴＤＤ方式による無線通信システムに
おける通信処理を説明する。図７は、本発明の一実施例によるＴＤＤ方式による通信方法
を示すフロー図である。当該処理は、基地局２００がユーザ装置１００に対してダウンリ
ンク専用のＴＤＤセカンダリセルを設定しようとする際に開始される。
【００４２】
　図７に示されるように、ステップＳ２０１において、基地局２００は、ユーザ装置１０
０の能力情報に基づきユーザ装置１００がダウンリンク専用のＴＤＤセカンダリセル（Ｓ
ｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌ）をサポートしている
か判断する。
【００４３】
　ユーザ装置１００がＳｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ＴＤＤ　ＳＣｅｌ
ｌをサポートしている場合（Ｓ２０１：ＹＥＳ）、ステップＳ２０２において、基地局２
００は、ユーザ装置１００に対してＳｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋとして
ＴＤＤ　ＳＣｅｌｌを設定する。例えば、基地局２００は、標準仕様において規定される
ｒａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎＳｃｅｌｌの情報要素であるｓｕ
ｐｐｌｅｍｅｎｔａｌＤＬをＴＲＵＥに設定することによって、Ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔａ
ｌ　ＤｏｗｎｌｉｎｋとしてＴＤＤ　ＳＣｅｌｌを設定してもよい。あるいは、ダウンリ
ンク専用のＴＤＤセカンダリセルを指定するためのコンフィギュレーションＸをユーザ装
置１００に通知してもよい。
【００４４】
　ステップＳ２０３において、設定されたＴＤＤ　ＳＣｅｌｌの全てのサブフレームにお
いてＰＤＣＣＨをモニタリングすることによって、基地局２００から任意のサブフレーム
で送信されるＰＤＣＣＨの受信を試みる。
【００４５】
　他方、ユーザ装置１００がＳｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ＴＤＤ　Ｓ
Ｃｅｌｌをサポートしていない場合（Ｓ２０１：ＮＯ）、ステップＳ２０４において、基
地局２００は、ユーザ装置１００に対してコンフィギュレーション０～６の何れかなどの
既存のＵＬ／ＤＬコンフィギュレーションによりＴＤＤ　ＳＣｅｌｌを設定する。
【００４６】
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　ステップＳ２０５において、ユーザ装置１００は、設定されたＴＤＤ　ＳＣｅｌｌのダ
ウンリンクサブフレームとＳｐｅｃｉａｌサブフレームのＤｗＰＴＳにおいてＰＤＣＣＨ
をモニタリングする。
【００４７】
　以上、本発明の実施例について詳述したが、本発明は上述した特定の実施形態に限定さ
れるものではなく、特許請求の範囲に記載された本発明の要旨の範囲内において、種々の
変形・変更が可能である。
【符号の説明】
【００４８】
１０　無線通信システム
１００　ユーザ装置
２００　基地局

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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